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　たくましく成長するブナは雪国な
らではの樹木です。
　ブナの実は雪の中で芽を出すこと
ができるため、雪深い飯山市でもブ
ナ林が多くみられます。柔軟な幹は、
雪に押されても折れずに根元を曲げ
ながらたくましく立ち上がります。ま
た、春先になると幹が太陽の熱をう
け、その周りの雪だけが早くとけて
穴が開いたようになる根開けがみら
れます。このようなブナの姿は、飯
山の春の景観の象徴です。

飯山市の象徴・ブナ林

31 生涯学習だより / 17.4

今
月
の
ぐ
い
呑
み

　

飯
山
市
美
術
館
所
蔵
の
ぐ
い
呑

み
約
１
５
０
０
点
の
中
か
ら
毎
月

６
〜
８
点
を
美
術
館
受
付
前
の
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
に
て
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

今
月
は
、
京
焼
の
家
元
の
一
つ

で
17
代
も
続
く
永
楽
善
五
郎
の
作

品
や
美
濃
焼
の
幸
兵
衛
窯
の
作

品
、
ま
た
Ｏ
Ｌ
か
ら
陶
芸
家
に
転

身
し
た
女
性
作
家
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

飯山市美術館　
大
阪
住
吉
大
社
宮
司
・
髙
井
様
来
館
　

飯
山
市
美
術
館
に
て
開
催
さ

れ
て
い
た
「
長
谷
川
青
澄
生
誕

１
０
０
年
記
念
特
別
展
示
」
に
大

阪
住
吉
大
社
宮
司
の
髙
井
様
が

遠
路
飯
山
ま
で
お
越
し
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
東
京
在
住
の
港
冨
士

子
さ
ん
（
故
青
澄
夫
人･

由
子
さ

ん
の
実
妹
）
も
来
館
さ
れ
、
ご
一

緒
に
青
澄
氏
の
作
品
を
熱
心
に
見

入
っ
た
り
、
生
前
の
写
真
を
懐
か

し
ん
で
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

　
《
青
澄
氏
と
住
吉
大
社
の
縁

は
、
昭
和
26
年
に
関
東
の
地
よ

り
大
阪
市
住
吉
区
に
転
住
（
そ

の
後
転
居
）、
昭
和
40
年
に
住
吉

大
社
に
て
挙
式
、
昭
和
61
年
よ

り
住
吉
大
社
絵
所
預
の
委
嘱
を

受
け
干
支
の
色
紙
や
絵
馬
の
原

画
の
揮
亳
を
担
当
す
る
な
ど
深

く
、
ま
た
年
２
回
発
行
さ
れ
て
い

る「
住
吉
大
社
の
あ
る
暮
ら
し『
住

吉
っ
さ
ん
』」の
表
紙
を
今
も
飾
っ

た
り
し
て
い
る
。》

・
美
術
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

４
月
25
日
㈫
よ
り
平
成
29
年

度
前
期
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
と

な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
☎
62
１
５
０
１
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シリーズいいやま風土記

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

女
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
祈
る

節
句
の
年
中
行
事
だ
と
あ
り
ま

し
た
。
平
安
時
代
に
、
は
じ
ま
り

現
在
ま
で
時
代
に
よ
っ
て
変
化
は

い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
知

り
、
節
目
の
行
事
は
大
切
に
し

な
く
て
は
と
感
じ
ま
し
た
。
親
に

な
る
ま
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
調

べ
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
家
族
と
話
す
ネ
タ
が
で
き
た

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
家
族
の
健
康
と
協
力
に

感
謝
し
て
公
民
館
活
動
に
携
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
２
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
公
民

館
活
動
を
積
極
的
に
計
画
し
広
報

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

専 門 部 員 に な っ て  飯山公民館専門部員　鈴木良太
　

昨
度
よ
り
飯
山
公
民
館
の
専

門
部
員
に
な
り
、
広
報
部
員
と
し

て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
仲
間
と
運
動
か
ら
学
習
ま
で

様
々
な
行
事
を
通
し
て
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
活
動
は
地
域
の
方
々
と

直
接
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
聴
け
て
刺
激
に
な

り
ま
す
。

　

館
長
の
指
揮
の
元
、
主
事
と
専

門
部
員
で
会
議
や
段
取
り
を
し
て

い
ま
す
。
な
か
な
か
大
人
に
な
っ

て
、
同
じ
テ
ー
マ
を
考
え
る
機
会

や
仲
間
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
少
な

く
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
重
い
腰
を
上
げ
て
、

家
の
お
雛
さ
ん
を
飾
り
ま
し
た
。

飾
り
終
え
て
安
心
し
た
の
で
歴
史

に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

雛
祭
り
（
ひ
な
ま
つ
り
）
は
、

■開館時間　
9 時 ～ 18 時（入館 17:30 まで）
■休  館  日　
毎週月曜日
■入  館  料　
一般 200 円（市内小中学生無料）
■お問合せ　☎ 67-2030

　ひとが歩き、道ができる。村ができ、道が
つながる。山道、峠道、谷をゆく道。今につ
ながる道、消えゆく道。道は何を運び、私た
ちに何を伝えてきたのでしょう。
　飯山につながるさまざまな道の歴史を、絵
図や古文書、たくさんの写真パネルで紹介し
ます。

飯山の街道をゆく

筆
者
紹
介

　

広
報
部
員
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
に
参
加
し
て
い
る

鈴
木
さ
ん
。
同
じ
広
報
部
の

田
中
さ
ん
と
い
つ
も
仲
良
く

公
民
館
活
動
を
し
て
い
ま
す
。  

　
　
　
　
　
（
飯
山
公
民
館
）

企画展開催のお知らせ

開催期間：4月 22日㈯～
　　　　　　　　6月 25日㈰

江戸時代中頃の番所の図面

鈴木家でもひなまつりが開催されています！

32

口留番所番人の心得書人々の往来を見守り続けてきたエノキの大木 
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子どもが小さいときはあっという間です。
今しかない大切な時を、子どもと一緒に思いっきり楽しみませんか？

２

１

○参加費：１家族２００円 ( 第４回のみ 300 円 )
              ※大人 1 人増ごと100 円
○申込締切：平成 29 年５月１９日（金）
○申込先：子育て支援センターたんぽぽ (62-5091）
　　　　   飯山市公民館 (62-3342)　　　　  

４

お正月には早いけど、一足お先にお餅つき！
つきたてのお餅はすっごく美味しいよ♪
　　　　　お楽しみ会もあるからね！　

○対象者：保育園等入園前の幼児とご家族
○会　場：飯山市公民館
○時　間：午前9時30分～11時ころ(第３回のみ10時から)
○定　員：２０組 ( 全４回コースでの申し込みとなります )
○講　師：服部 正子 先生

幸せを呼ぶハート型のみずうみ、北竜湖経由⇒北
部子育て支援センター行き♪バスでピクニックに
行って、遊んだり、おいしい豚汁食べよ！

３

暑い夏！木陰でプール遊びをしよう！
流しそうめんは … 何が流れてくるかな？
楽しみだね♪

バスに乗ってピクニックに行こう

流しそうめんとプール

親子ビクス

お餅つきとお楽しみ会

6月3日 （土）

7月29日 （土）

10月13日 （金）

12月9日 （土）

　～つながろう！新しい仲間と　みつめよう！自分・飯山・歴史～
・募集期間  4 月２０日㈭～５月１１日㈭
・募集定員  先着３８名（市内在住または在勤の方）
・受 講 料 １，０００円　（別途参加費・材料費要）
・会　　場  飯山市公民館

・第 1回　５月18日   （木）           13:30 ～  15:45　『知ることから始めよう！ボランティア入門講座』～私にも何かできるかな？～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   講師：宮澤 貴美代 先生 ( 元飯山市社会福祉協議会職員 )
・第 2 回　６月15日     （木）      　       7:00 ～   19:00　『満蒙開拓平和記念館視察  開拓団送出全国最多の長野県』 　 　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ～リニューアルオープンしたばかりの養命酒工場見学も～
・第 3 回　７月27日     （木）            13:30 ～    15:00　『オリジナルアロマスプレー作り』～好きな香りでリフレッシュ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   講師：飯田 泰子 先生 (ＪＡＡ認定アロマコーディネーター )
・第 4 回　８月24日     （木）           13:30 ～    15:00　『姿美人体操講座』～心も美人、姿も美人～　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   講師：山岸 茂則 先生 ( 理学療法士 )
・第 5 回　9 月   14日     （木）              9:00 ～ 16:00    『いいやま史跡めぐり』～意外と知らない飯山発見、縄文ｽﾄﾗｯﾌ も゚作ろう～ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   講師：飯山市ふるさと館学芸員
・第 6 回　10 月12日     （木）         13:30 ～   15:45　『レクリエーションで体も心も健康に Part２』～いつでもどこでもだれとでも～ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：春原 輝明 先生 ( レクリエーションコーディネーター )

申し込み・お問い合わせ先：飯山市公民館☎� 3342

同じ境遇の仲間と話し合い、共に学び、時にリフレッシュしながら自分なりの子育てに自信を持てるようになりましょう！
■プレ講座【公開講座】：5 月13日㈯　『子どもの心の育てかた』　
講師：諸富祥彦先生 ( 明治大学教授 )　…詳細は 32 ページをご覧ください
◆第１回：5 月30 日㈫ 10:00 ～ 11:45　

『笑顔花咲くキラキラママビクス』 ～ママの笑顔は子どもの活力～ 
講師：湯本 真貴子 先生 ( エアロビクスインストラクター )
◆第２回：6 月27日㈫ 10:00 ～ 11:45　

『豊かな心を育む読み聞かせ講座』～迷える母の絵本指南～  
講師：寺島 妙子 先生 ( 中野市読書指導員 )
◆第３回：7 月25日㈫ 10:00 ～ 11:45 

『子どもが喜ぶ簡単おやつ作りと食育いろは』～ママだってパティシエ♪～
講師：飯山市食生活改善推進協議会のみなさん
◆第４回【公開講座】：8 月26 日㈯ 13:30 ～ 15:00　

『親はのびのび、子どもはすくすく』～今日からあなたは子育てが楽しくなる～
講師：関 輝夫 先生 (日本心理カウンセリングセンター所長・臨床心理士 )
◆第５回：9 月26 日㈫ 10:00 ～ 11:45　

『心をほぐす音楽リフレッシュ講座』 ～聴いて、学んで、癒されて～ 
講師：山﨑 浩 先生 ( 清泉女学院短期大学教授 )　
◆第６回：10 月17日㈫ 10:00 ～ 11:45　

『子育てママのビューティーヨガ』 ～心も身体もしなやかに～
講師：黒岩 あずさ 先生 (ヨガインストラクター )

飯山雪国大学 子育てセミナー     
テーマ～育児は育自～

会　　場：飯山市公民館 ( プレ講座のみ なちゅら大ホール )
参  加  費 ：第３回講座のみ材料費要  その他は無料
定　　員：40 名 ( 定員になり次第締め切ります )
託　　児：希望者は事前にお申込みください ※おやつ代 200 円 ( 全 7 回分 )  公開講座のみの場合 50 円 (1 回 )
申込期間 ：4 月 19 日 ( 水 ) ～ 5 月 8 日 ( 月 )
申込み先：飯山市公民館　℡６２－３３４２

いいやま女性センター未来　くらしのセミナー

「健康音読レッスン」　受講生募集
　音読には、脳の活性化やストレスの発散、腹式呼吸による健康増進などの効果があると言われています。
音読の効果やその方法を学び、心と体の健康づくりを行いませんか。

■日　程　　5 月 19 日（金）、5 月 26 日（金）（全２回）  ■時　間　　10：00 ～ 12：00
■場　所　　いいやま女性センター未来　交流ルーム
■講　師　　（一社）日本朗読検定協会長野指導者会会長　今井理恵子　氏
■対象者　　飯山市民及び飯山市内にお勤めの方
■定　員　　20 名　■材料費　　300 円　■受講料　　400 円
■持ち物　　手ぬぐい、運動靴、筆記用具
■募集期間　4 月 25 日（火）～ 5 月 9 日（火）
■申込先　　女性センター未来　☎ 62-0543

飯山雪国大学

親子で体を触れ合わせたり、踊ったりと、盛りだくさんの
プログラム♪講師に親子ビクスインストラクターの湯本真
貴子先生を迎えての、おもしろひろば初の企画です！
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佐
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太（
戸
狩
新
田
）

３　

位　

飯
田
洋
平
（
大
塚
）

◇
桜
の
植
樹　

　

商
工
会
議
所
太
田
支
部
と
の
共

同
で
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
に
桜
の
植

樹
を
行
い
ま
す
。
５
月
中
旬
こ
ろ

の
予
定
で
す
。
地
域
で
成
長
を
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。

◇
太
田
地
区
球
技
大
会　

・
開
催
日　
６
月
11
日
㈰

・
場　

所　

戸
狩
小
学
校　

他

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

  

☎
65
４
５
７
９

　

詳
細
に
つ
い
て
は
集
落
館
長
会

議
、
チ
ラ
シ
等
で
お
伝
え
し
ま
す
。

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会
開
催

　

３
月
５
日
㈰
に
温
井
多
目
的
交

太

田

流
セ
ン
タ
ー
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
天
気
も
良
く
ど
の
部
門
も

熱
い
戦
い
に
な
り
、
そ
ん
な
中
で

も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
戦
い
も

あ
り
し
た
。
麻
雀
は
16
名
、
囲
碁

５
名
・
将
棋
５
名
と
大
勢
の
皆
さ

ま
の
参
加
を
い
た
だ
き
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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優　

勝　

金
子　

雄

準
優
勝　

藤
巻
利
明

３　

位　

渡
辺
光
弥

を
ゲ
ッ
ト
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
柳
原
地
区
３
月
恒
例
の
行

事
で
す
。
競
技
終
了
後
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◇
雪
ど
け
の
昼
食
会
開
催　
　

　

恒
例
の
地
域
茶
話
会
の
一
環
と

し
て
、
３
月
１
日
㈬
に
昼
食
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
冬
の
間
は
お
互

い
に
合
う
機
会
も
少
な
く
な
っ
て

い
た
た
め
、
大
勢
（
31
名
）
の
参

加
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

優　

勝　

髙
橋
政
幸
（
神
明
町
）

準
優
勝　
堀
内
清
司
（
神
明
町
）

３　

位　

岡
田
三
郎
（
上　

倉
）

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
　

地
域
の
連
帯
と
親
睦
を
深
め
、

体
力
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

・
日　

時　
６
月
４
日
㈰

・
場　

所　

長
峰
多
目
的
運
動
広

場
・
城
南
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
開
会
式　
６
時
30
分(

長
峰
多

目
的
運
動
広
場)

・
試
合
開
始　
７
時

・
各
会
場
で
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

１
位
の
チ
ー
ム
が
午
後
に
長
峰
多

目
的
運
動
広
場
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

・
問
合
先　

飯
山
公
民
館

  

☎
62
３
３
４
２

◇
木
島
地
区
人
権
学
習
会　
　

　

３
月
10
日
㈮
木
島
公
民
館
に
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◇
第
１
回
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

　

本
大
会
を
通
し
て
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
、
脳
の
活
性
化
を
は
か

り
、
健
康
的
に
楽
し
く
生
活
す
る

た
め
、
３
月
19
日
㈰
飯
山
市
公
民

館
に
お
い
て
、
大
人
を
対
象
と
し

た
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
16
人
の
参
加
者
に
よ

る
、
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

剣
勝
負
の
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。

麻
雀
で
は
楽
し
い
会
話
を
し
な
が

ら
最
後
ま
で
接
戦
と
な
っ
て
盛
り

上
が
っ
た
り
、
卓
球
で
は
普
段
運

動
す
る
機
会
が
少
な
い
中
で
、
楽

し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
よ
う
す

が
あ
り
ま
し
た
。
お
昼
に
は
参
加

者
に
カ
レ
ー
を
振
舞
っ
た
こ
と
も

あ
り
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

将　

棋

優　

勝　

足
立
勝
栄
（
小
沼
）

準
優
勝　
大
木
祐
人
（
大
塚
）

３　

位　
大
木
良
和
（
大
塚
）

囲　

碁

優　

勝　

 

水
野
徳
吉
（
飯
山
）

準
優
勝　

徳
武
助
廣
（
牟
礼
）

３　

位　

  

佐
藤
幸
夫（
戸
狩
新
田
）

　

ま
た
、
今
回
は
参
加
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
今
後
も
地
域

の
意
向
を
運
営
に
反
映
し
て
い
く

予
定
で
す
。

◇
公
民
館
運
営
審
議
委
員
会
開
催

　

３
月
21
日
㈫
午
後
に
富
倉
公

民
館
運
営
審
議
委
員
会
を
開
催

し
、事
業
報
告・決
算
、事
業
計
画・

予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
委
員
会
終
了
後
、
人
権
啓
発
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
し
た
。

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会　

　

厳
し
い
冬
が
終
わ
り
春
が
や
っ

て
く
る
と
、
黒
岩
山
に
は
カ
タ
ク

リ
の
花
が
咲
き
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
春
の
使

者
た
ち
に
、
今
年
も
会
い
に
行
き

ま
す
。

・
日　

程　
５
月
７
日
㈰

　

詳
し
く
は
決
ま
り
次
第
、
チ
ラ

シ
や
公
民
館
ブ
ロ
グ
を
通
し
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
囲
碁
将
棋
オ
セ
ロ
麻
雀
卓
球

大
会

　
恒
例
の
囲
碁
将
棋
オ
セ
ロ
麻
雀

卓
球
大
会
を
３
月
19
日
㈰
に
行
い

ま
し
た
。
総
勢
41
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
囲
碁
や
将
棋
で
は

大
人
の
、
オ
セ
ロ
で
は
子
供
の
真

一
般
の
部　

優　

勝　

山
崎 

博
文
（
柏
尾
）

◇
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
歩
こ
う　
雪

の
菜
の
花
公
園　

　
３
月
５
日
㈰
菜
の
花
公
園
周
辺

を
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
散
策
し
ま
し

た
。
晴
れ
渡
っ
た
空
の
下
、
普
段

慣
れ
親
し
ん
だ
景
色
と
異
な
る
、

白
一
色
の
菜
の
花
公
園
を
参
加
者

一
同
満
喫
し
ま
し
た
。

◇
第
32
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
開
催

　
３
月
５
日
㈰
、
７
集
落
21
チ
ー

ム
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
は
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
地
区
内
を
巡
り
、
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
食
材

を
、
瑞
穂
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
は
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ

ロ
大
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ピ
ン
ポ
ン
大
会

子
ど
も
の
部　

優　

勝　

関
沢
ａ

準
優
勝　

福
島

第
３
位　

神
戸

一
般
の
部　
　

優　

勝　

柏
尾
く
ま
さ
ん

準
優
勝　

富
田
カ
ス
ミ

第
３
位　

戸
那
子
Ａ

囲　

碁

優　

勝　

加
藤 

広
行
（
針
田
）

将　

棋

優　

勝　
小
林 

盛
志
（
柏
尾
）

麻　

雀

優　

勝　

岡
本 

浩
二
（
中
組
）

オ
セ
ロ

子
ど
も
の
部　

優　

勝　
小
林 

慎
太
郎
（
福
島
）

お
い
て
「
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が

地
域
の
宝
で
す
」
〜
身
近
な
人
権

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
〜
と
題

し
、
長
野
県
教
育
委
員
会
事
務

局 

指
導
主
事 

中
村
新
治
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
共
に
生
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
す
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
？
先
生
の
自
己
体
験
な

ど
実
例
か
ら
の
話
や
、
言
葉
が
通

じ
な
い
と
き
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

伝
え
る
方
法
を
、
班
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
形
式
で
学
び
、
分
か
り
易

く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

身
近
で
大
変
興
味
深
い
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

◇
第
65
回
瑞
穂
地
区
楽
し
い
集
い

　
３
月
12
日
㈰
恒
例
の
「
楽
し
い

集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
小

学
校
体
育
館
で
は
ピ
ン
ポ
ン
大
会

岡

山

飯

山

外

様

木

島

柳

原

常

盤

熱戦が展開されました！

瑞

穂

初開催でした

おめでとうございます！

興味深い学習会でした

みんなで楽しみました！

なにが見つかったかな？

手書きの看板賑わいました！

大勢の参加で、親睦を深めました！

富

倉
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蔵書点検にともなう休館のお知らせ
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人類史上最も古い芸術作品である壁画
は、今から 4 万年以上前から描かれ始め
ました。この本では約 2 万年前、フラン
ス南西部にあるラスコー洞窟でクロマニ
ヨン人によって描かれた洞窟壁画ほか、
ツタンカーメン王墓やポンペイ遺跡の壁
画、寺院や教会に描かれた壁画など多数
を紹介しています。

ラ
ス
コ
ー
と
世
界
の
壁
画

宝
島
社 

◇ 図書館カレンダー ◇
5/1 月 休館日

2 火
3 水 休館日（憲法記念日）
4 木 休館日（みどりの日）
5 金 休館日（こどもの日）
6 土
7 日 10:30 ～おはなしひろば
8 月 休館日
9 火

10 水 移動図書館車③温井 ･ 秋津
11 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
12 金 移動図書館車④太田 ･ 富倉
13 土
14 日 10:30 ～ブックスタート
15 月 休館日
16 火
17 水 移動図書館車①北原 ･ 常盤
18 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
19 金 移動図書館車②今井 ･ 西大滝
20 土
21 日 10:30 ～おはなしひろば
22 月 休館日
23 火 　
24 水 移動図書館車③温井 ･ 秋津
25 木

休館日（蔵書点検）
　　5/25( 木 ) ～ 6/7( 水 )

26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

趣　
味
・
実　
用

天
声
人
語　

'

２
０
１
６
冬

朝
日
新
聞
論
説
委
員
室

科
学
的
に
元
気
に
な
る
方
法
集
め
ま
し
た

堀
田 

秀
吾

定
年
男
子
定
年
女
子

大
江 

英
樹

毎
日
ラ
ク
す
る
つ
く
り
お
き
弁
当

ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ほ
か

大
人
も
子
ど
も
も
も
う
悩
ま
な
い
！
じ
ん
ま
し
ん

石
黒 

直
子

世
界
の
猫
の
民
話

日
本
民
話
の
会 

外
国
民
話
研
究
会

家
事
は
す
ぐ
や
る
！

マ

キ

困
っ
た
と
き
は
、
ト
イ
レ
に
か
け
こ
め
！

星 
一

郎

鳥
の
正
面
顔

鳥

く

ん

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
作
る
つ
る
し
飾
り

丹
野 
安
佑
子

裁
判
の
非
常
と
人
情

原
田 
國
男

外
食･

コ
ン
ビ
ニ
・
惣
菜
の
カ
ロ
リ
ー
ガ
イ
ド

香
川 

明
夫

新
・
世
界
の
駅

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
ショ
ナ
ル

お
し
ゃ
れ
な
お
ば
あ
さ
ん
に
な
る
本

田
村 

セ
ツ
コ

単
身
急
増
社
会
の
希
望

藤
森 

克
彦

地
図
や
案
内
図
の
つ
く
り
方

井
上 

健
語

い
ち
か
ら
は
じ
め
る
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
作
り
方

長
井 

睦
美

イ
ラ
ス
ト
で
読
む
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
々

杉
全 

美
帆
子

小　
　
　
説

敵
の
名
は
、
宮
本
武
蔵

大
下 

昌
輝

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

薬

丸 　

岳

物
件
探
偵

乾 

く
る
み

騎
士
団
長
殺
し　
第
１
部
・
第
２
部

村
上 

春
樹

紙
の
ピ
ア
ノ

新
堂 

冬
樹

か
わ
う
そ
堀
怪
談
見
習
い

柴
崎 

友
香

終
わ
り
な
き
夜
に
生
ま
れ
つ
く

恩

田 　

陸

救
急
病
院

石
原 

慎
太
郎

立
川
忍
び
よ
り

仁
木 

英
之

大　
活　
字

精
霊
探
偵　
１
〜
４

梶
尾 

真
治

家
族
の
言
い
訳　
１
〜
３

森 

浩

美

郷　
　
　
土

信
州
や
し
ょ
う
ま
レ
シ
ピ
帖

松
本 

博
子

信
州
う
わ
さ
の
調
査
隊

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

信
州
の
縄
文
時
代
が
実
は
す
ご
か
っ
た
と
い
う
本

藤
森 

英
二

文　
　
　
庫

和
菓
子
の
ア
ン

坂

木 　

司

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

⑴
図
書
館
や
本
に
親
し
む
心
の
育

成
　

乳
幼
児
、
児
童
、
学
生
、
成
人

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
お
い
て
、

豊
か
な
精
神
を
育
み
、
知
性
を
鍛

え
る
読
書
の
良
さ
や
大
切
さ
を
、

催
し
・
掲
示
物
な
ど
を
通
じ
て
啓

発
し
ま
す
。

・
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会　

毎

週
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
ゼ
ロ

歳
児
か
ら
概
ね
保
育
園
等
入
園
前

の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
、
わ
ら

べ
う
た
を
中
心
と
し
た
親
子
対
象

の
お
は
な
し
会
で
す
。

・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば　

毎
週
日
曜

日
（
第
２
日
曜
日
を
除
く
）
に
開

催
し
ま
す
。
対
象
は
保
育
園
・
幼

稚
園
児
及
び
小
学
校
低
学
年
生

で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
あ

そ
び
な
ど
の
お
は
な
し
会
で
す
。

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　

生
後
５
か

月
の
乳
児
を
対
象
に
、
毎
月
第
２

日
曜
日
に
保
護
者
と
乳
児
の
参
加

を
い
た
だ
き
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
絵
本
の
選
び
方
、
わ
ら
べ
う
た

平
成
29
年
度
　
市
立
図
書
館
運
営
方
針

な
ど
の
乳
児
と
の
時

間
の
持
ち
方
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。

・
親
と
子
の
絵
本
講

座　

年
４
回
開
催
、

就
学
前
の
子
ど
も
と

親
を
対
象
に
年
齢

の
発
達
段
階
に
あ
わ

せ
た
講
座
を
行
い
ま

す
。

⑵
各
施
設
へ
の
支

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携

　

保
育
園
、
小
中

学
校
図
書
館
へ
の
図

書
の
貸
し
出
し
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
触
れ
合

う
き
っ
か
け
づ
く
り
や
調
べ
る
学

習
を
側
面
的
に
支
援
し
ま
す
。

・
保
育
園
貸
出　

保
育
園
に
年
４

回
、
約
２
０
０
冊
ず
つ
を
入
れ
替

え
て
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

・
出
張
講
座　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
保
育
園
の
保
護
者
会
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
、
集
落
サ
ロ
ン
等

へ
の
出
張
講
座
を
行
い
ま
す
。

〇
基
本
目
標
　
生
涯
学
習
の
情
報
拠
点
と
し
て

市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館

実
施
に
向
け
て
の
３
本
の
柱
を
、「
①
情
報
拠
点
と
し
て
の

機
能
・
資
料
の
充
実
②
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
の
普

及
・
啓
発
③
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
図
書
館
運
営
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
②
発
達
段
階

に
応
じ
た
読
書
活
動
の
普
及
・
啓
発
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

読
み
聞
か
せ
講
座
の
開
催
な
ど
、

よ
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑶
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

・
子
ど
も
の
自
主
的
な
読
書
活
動

を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

・
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23
日
）

や
家
庭
の
日
（
毎
月
第
３
日
曜
）

に
お
い
て
、
積
極
的
に
推
進
事
業

を
行
い
ま
す
。

　期間中、図書館は休館となります。利用者の
みなさまには、たいへんご不便をおかけしますが、
不明本の確認、障子の張り替えなど、より快適
に図書館をご利用いただくための作業ですので、
ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　本年度から出生祝い品がアルバムから絵本に変わります。
　図書館ではブックスタート事業をファーストブック事業とし、この絵本贈呈をセカンド
ブック事業として取り組みます。
　贈呈する絵本は、図書館司書が選定した絵本５～６冊の中から保護者が 10 ヶ月健
診時に希望するものとします。
　対象者は平成 29 年 4 月2日生まれのお子様からです。実際にスタートするのは来
年の平成 30 年 2 月からですので、しばらくお待ち願います。

　

３
月
24
日
㈮
に
飯
山
市
公
民

館
の
春
休
み
体
験
教
室
の
ひ
と
つ

『
く
つ
し
た
を
使
っ
た
パ
ペ
ッ
ト
作

り
』
を
図
書
館
司
書
が
担
当
し
、

開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
し
て

『
こ
ん
に
ち
は
、
長
く
つ
下
の
ピ
ッ

ピ
』
外
７
冊
の
本
が
紹
介
さ
れ
、

パ
ペ
ッ
ト
作
成
に
入
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
９
人
は
、
創
意
工
夫

が
豊
富
で
素
晴
ら
し
い
「
く
つ
し

た
パ
ペ
ッ
ト
」
が
２
個
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

「ブックスタート」

おはなしひろば

「絵本とわらべうたの会」

く
つ
し
た
を
使
っ
た
パ
ペ
ッ
ト
作
り

　
最
後
に
紙
芝
居
『
あ
な
の
は
な

し
』
を
聞
き
終
了
。
楽
し
い
春
休

み
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

5 月 25 日㈭～ 6 月 7 日㈬に実施します。

飯山市から出生祝い品として絵本を 1 冊贈呈します。

「くつした」に関わる本から選んで作りました！


